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令和 7 年度保育士養成研究所第 1 回研修会 

実習施設と養成校の協働による保育実習の挑戦 

～新たな時代の保育所実習を創造する～ 

■第１回研修会趣旨■ 

保育実習は、実習施設での体験的な学びを通して保育士としてのキャリア形成の基礎を培う共に、学生の進

路選択にも大きな影響を与えることとなる重要な機会と言えます。保育実習において、実習施設と養成校の協

働が必須であることは言うまでもありませんが、その実現において課題が多いことも事実です。本研究所が主

催する実習指導者認定講習会は、これまで養成校教員のみを対象としてましたが、今年度から実習施設の実習

指導者も対象とし、共通のカリキュラムで共に学び合う内容へと一新されます。実習指導者認定講習会では、

押さえておくべき基本的な内容を実習施設と養成校とが共に確認する場となりますが、その実践において具体

的にどのように取り組んでいけばよいか、議論する場もまた必要です。そこで、今年度の研修会は、「実習施

設と養成校の協働による保育実習」をテーマに、効果的な保育実習とするための、実習施設と養成校の協働に

おける課題と可能性を明確にし、具体的な方法について議論する場とします。今回、第 1 回目の研修は〖新た

な時代の保育所実習を創造する〗をサブテーマとし、保育所実習に焦点を当て議論を深めます。施設実習につ

いては、第 2 回目の研修で取り上げる予定です。 

近年、保育の質の向上と業務の効率化が推進される中、各園ではこれまでの保育や保育に係る業務のあり方

が見直されると共に、その取組が進められています。子どもの最善の利益を考慮する保育、子どもの主体性を

尊重する保育の実現はますます重要です。また、ICT の効果的な活用が進められ、記録や計画のあり方が大き

く変化しています。このような中、養成校においても、これまでの実習を見直し、これからの保育に合った学

びを保障する実習のあり方を考えていくことが求められています。本研修会では、前半のシンポジウムで、〖

これからの保育と実習を考える〗をテーマに、保育現場と養成校から話題提供をいただき、議論を深めます。

また、後半では、シンポジウムの内容を踏まえ、参加者の皆様とともにグループディスカッションを行いたい

と思います。 

 

1. 日 時 令和７年 7 月 27 日（日）13:00～16:30 

2. 場 所 帝京平成大学 中野キャンパス（東京都中野区中野 4-21-2） 

3. 講 師 幼保連携型認定こども園せいび園長 折井 誠司 

  小田原短期大学教授 野津 直樹 

 白百合女子大学准教授 椎橋げんき 

        保育士養成研究所所長、東京都市大学名誉教授 小川 清美 

 保育士養成研究所副所長、共立女子大学教授 小原 敏郎 

 保育士養成研究所副所長、白百合女子大学教授 髙橋 貴志 

 保育士養成研究所副所長、東京家政大学教授 小櫃 智子 

 全国保育士養成協議会常務理事、和洋女子大学教授 矢藤誠慈郎 

4. 対 象 者 本会会員校教職員（専任・非常勤を問わない） 

5. 定 員 100 名 

6. 参 加 費 1 名につき 5,000 円（消費税込） 

7. 実施方法 対面開催 
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8. プログラム  

時間 プログラム 

13:00～13:10 ガイダンスおよび司会 小原 敏郎 （保育士養成研究所副所長、共立女子大学） 

開会の挨拶      小川 清美 （全国保育士養成協議会副会長、保育士養成研究所所長 

東京都市大学名誉教授） 

13:10～15:10 シンポジウム〖これからの保育と実習を考える〗 

  シンポジスト   折井 誠司  （幼保連携型認定こども園せいび） 

                      野津 直樹  （小田原短期大学） 

            椎橋 げんき （白百合女子大学） 

コーディネーター 小櫃 智子  （保育士養成研究所副所長、東京家政大学） 

15:10～15:20 休憩 

15:20～16:25 グループディスカッション 

  コーディネーター 髙橋 貴志  （保育士養成研究所副所長、白百合女子大学） 

16:25～16:30 閉会の挨拶      矢藤 誠慈郎 （全国保育士養成協議会常務理事、和洋女子大学大学） 

 

9. 申込方法 

 ① 本会ホームページに掲載をしている参加申込書をダウンロードしてください。  

   申込締切日  令和 7 年６月 30 日（月） ＊定員になり次第締め切ります。 

   ＊複数名での申し込みは人数分の Excel ファイルをご提出ください。 

 

 ② メール添付で kenkyusho@hoyokyo.or.jp までお送りください。 

   ＊件名を「研修会申込」としてください。 

   ＊申込書は PDF データへの変換せずに Excel データでお送りください。 

 

 ③ 参加費をお振込みください。  

   払込先  みずほ銀行 新橋支店（店番号 130） 

        （普）2336691  ｼｬ）ｾﾞﾝｺｸﾎｲｸｼﾖｳｾｲｷｮｳｷﾞｶｲ ﾎｲｸｼﾖｳｾｲｹﾝｷｭｳｼﾞｮ 

        ＊振込手数料は振込者がご負担ください。 

   払込締切 令和 7 年７月 11 日（金）までにお願いいたします。 

        2 名以上まとめてお振込みされる場合には、メールにて事前にご連絡をお願いいたします。 

        また、振込名義が参加者の氏名と異なる場合は「振込名義」と「参加者氏名」をメールにて

ご連絡ください。 

 

 ④ 受付完了のお知らせをお送りいたします。 

   入金が確認でき次第、「受付完了のお知らせ」をご登録のメールアドレスにお送りいたします。 

 

10. 申込のキャンセルについて 

    令和 7 年７月 11 日（金）までにご連絡をいただいた場合には、お支払いいただいた金額から振込み手

mailto:kenkyusho@hoyokyo.or.jp
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数料を差し引いた金額を返金いたします。返金に伴う手続きにつきましては別途ご連絡いたします。 

 

11. 配布資料等の配布 

配布資料等を概ね講習 1 週間前までにご登録いただいたメール宛にデータにて送付します。 

配布資料等は必要に応じて印刷するなどしてご持参ください。 

受付方法などのご案内をいたしますので必ず事前にお読みください。 

 

12. 個人情報の取り扱いについて 

参加申込みにあたりご登録いただいた個人情報は、本講習の運営・目的に限って使用します。 

 

13. その他注意事項  

 クロークの用意はございません。お手荷物の管理はご自身でお願いいたします。 

 体温調節のしやすい服装でご参加ください。 

 体調等配慮を必要とする事情がある場合は、令和７年７月 11 日（金）までに事務局までご相談く

ださい（ご希望に添えない場合があります）。 

 

14. お問合わせ先 

   〒171-8536  東京都豊島区高田 3－19－10 
   全国保育士養成協議会 事業調査課  

TEL：03－3590－5571 
E-mail：kenkyusho@hoyokyo.or.jp 
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